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今年度の専門部会の進め方
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(7)国際物流戦略チーム【幹事会】（令和8年2月～3月）

◇本業務の実施内容を報告

(1)過去に起きた各種災害時の物流等の課題整理

◇過去に発生した地震、台風、風水害および津波等の災害時に、物流網に与えた影響や被害事例、企業の代替輸送事例（企業BCPにおけ
る代替輸送に関する記載事例含む）を収集

自然災害等により物流機能が停止・低下した事例、企業の対応事例を幅広く収集。

(3)外貿コンテナ代替輸送訓練(令和7年11月18日)

◇南海トラフ巨大地震による太平洋側港湾の被災を想定し、
北陸地域の港湾を代替利用する訓練を実施。
◇対面形式による実施 ※名古屋会場を予定

(6)【令和7年度 第2回 広域バックアップ専門部会】（令和8年1月～2月）

外貿コンテナ代替訓練・内航フェリー・RORO船を活用した災害時の代替輸送訓練実施報告

(2)【令和7年度 第1回 広域バックアップ専門部会】（令和7年10月1日）

〇令和7年度の外貿コンテナ代替輸送訓練について
〇令和7年度の内航フェリー・RORO船を活用した代替輸送訓練について

(5)代替輸送手引書のBCPへの活用に関する検討
訓練時のアンケート結果等を踏まえて検討する。

◇企業BCPに具体性をもった物流機能継続対策（代替輸送ルートや代替輸送手順等）を記載してもらうためには？の視点で検討

外貿コンテナ代替輸送訓練 内航フェリー・RORO船を活用した代替輸送訓練

(4)内航フェリー・RORO船を活用した代替輸送訓練
(令和7年11月19日)

◇南海トラフ巨大地震発生を想定した訓練を実施
◇対面形式による実施 ※名古屋会場を予定

■北陸地域国際物流戦略チームの進め方

今年度の専門部会の進め方
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近年の専門部会に関連する事項

最近の出来事

・南海トラフ巨大地震臨時情報（巨大地震注意）発表（R6.8）

・南海トラフ巨大地震被害想定見直し（R7.3）

【被害想定】

→工場や港湾が被災。サプライチェーンの寸断や地域経済の停滞が発生。

→サプライチェーンを通じて被災地外の企業にも影響が及び、関連産業全体の生産が低下。

社会情勢の変化

・北陸港湾における新たな定期航路の開設等の物流動向の変化

・担い手不足（トラックドライバー不足（物流の2024年問題）等）

令和6年度代替輸送訓練の課題

・物流BCPを含めたより実効性の高い企業BCPの策定につながる取り組み

・ 代替輸送手引書をより使いやすくするための補助的な資料の作成
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令和7年度の取り組み

代替輸送訓練の継続的な実施【議事①】

 「サプライチェーンを途切れさせないこと」などをシナリオに盛り込み、代替輸
送の実効性を高めた訓練とする。

令和6年度の訓練で抽出された「BCPの運用」や「物流2024年問題」等に関す
る課題を踏まえた訓練を実施する。

後援団体等のBCPに関心の高い団体との連携を図る。

代替輸送基本行動計画フォローアップについて【議事②】

全国輸出入コンテナ貨物流動調査等を踏まえ代替輸送貨物需要の再推計
を行う。

物流BCP作成支援【議事③】

企業BCPに必要な項目の整理を行い、「物流BCP作成支援の補助資料（仮
称） 」等を作成する。

今後の広域バックアップ専門部会について【議事④】



【議事①】令和７年度 代替輸送訓練について
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【議事①】令和７年度 代替輸送訓練について
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変化の激しい時代に対応できるＢＣＰに適応した代替輸送訓練を行う
 平成２５年度から進めて来た代替輸送訓練をベースに、企業をとりまく環境の変化に対応で

きるＢＣＰへと進化していくための訓練と位置付ける。

 令和６年度までの代替輸送訓練における課題解決を図り、あわせて企業におけるＢＣＰの
レベルアップをサポートすることを意識した内容とする。

 物流ＢＣＰがより充実するよう、考え方の周知や企業ＢＣＰとの効果的な融合を目指す姿と
して進める。

これまでの代替輸送訓練

 北陸地域の港湾を経由し、代替港
湾を介した海外企業への確実な納
品（輸出）が可能となるシナリオ。

 代替輸送手引書の存在と内容の周
知を目的とする。

 太平洋側と日本海側の港湾関係者
とが広く連携して輸送機能を継続さ
せることの意義を発信。

令和7年以降の代替輸送訓練

 物流業界を取り巻く環境の変化に
対応した訓練テーマの導入。

 物流BCPの在り方に着眼した訓練
の実施。

 代替輸送の手順に特化した内容か
ら、物流BCP全体に視野を広げる。

令和6年
代替輸送訓練

原点に戻り、
本来の代替輸
送訓練とする。

次年度以降に
踏み出すため
の布石とする。

■代替輸送訓練のこれまでとこれから



【議事①】令和７年度 代替輸送訓練について
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訓練の概要

想定地震： 南海トラフ巨大地震

訓練日： 11月18日、19日（2日間）

訓練会場： 名古屋市

訓練形式： 対面形式による図上訓練

訓練内容： 太平洋側港湾の被災を想定した、日本海側港湾への代替
輸送に関する手順の習得。物流の視点で自社の企業ＢＣ
Ｐに反映すべき事項の整理

【1日目】外貿コンテナの代替輸送

【2日目】内貿フェリー・RORO船を活用した代替輸送

・模擬会社による代替輸送に関するロールプレイング訓練

・「BCPの運用」や「物流2024年問題」等に関する課題に関
する討議



代替輸送訓練のイメージ
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３

１

追加情報・指示書

設問の提示

２ 回答の検討

：スクリーンを使って設問を提示します。

：参加者間で討議し、設問への回答を検討していただきます。

：検討結果を発表いただき、自グループとは異なる設問や
情報に対する検討結果を 事例としてとらえ、理解を深めて
いただきます。

4 検討結果の発表・討議

：サポーターが新たな情報や指示書をテーブルに届けます。

指示書をホワイトボード共有し、対応について討議します。

グループ内で荷主企業の組織の中の部長・輸出担当者・物流担当者などの役割を担っていただき、
その担当者になったことを想定して課題の解決策を机上で検討していただきます。

4 2 2 43 3

1
スクリーンに設問を投影

指示書等はホワイトボードに
貼って共有する



代替輸送訓練のイメージ
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ファシリテーターが災害
情報を提示
 被災状況
 周辺の状況
 発生したトラブル

新情報の
付与

参加者ファシリテーター

【新情報】
太平洋側港湾は津波で破壊され、
被害は甚大で、接岸ができない状
態となっており、長期間にわたって
機能が停止する見込みです。

指示書の
付与

新しい情報・指示
を付与

サポーター

新情報

スクリーン

指示書

11月XX日13:30、
南海トラフ巨大地震
が発生しました！
大きな津波が太平洋
沿岸に押し寄せてい
ます！

【指示書②】
このまま港湾が使えないと、原料
の輸入ができず、製造にも大きな
影響が出そうです。当社には物流
BCPがなく、対応策は構築されて
いません。対応の優先順位を含め、
対応方針を検討してください。

【指示書①】
取引先から、納期を守るために代
替港を使って輸出できないかと確
認の連絡が入りました。これに対し
てどのように回答しますか？
※陸送距離が増えるため、ドライ
バーを２名体制とする必要があり、
輸送コストが増額する見込みです



【議事①】令和７年度 代替輸送訓練について
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【議事②】代替輸送基本行動計画フォローアップについて
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【議事②】代替輸送基本行動計画フォローアップについて

全国輸出入コンテナ貨物流動調査等を踏まえ代替輸送基本行動計画の代替輸送貨物
需要の再推計を行う。

■見直しの内容

・被害想定
→令和7年3月 中央防災会議により南海トラフ巨大地震の被害想定を見直し
→これに伴い、太平洋側港湾の被害想定を見直す

・代替輸送需要量
→令和5年度 全国輸出入コンテナ流動調査の結果を反映し、太平洋側港湾から発生す
る代替輸送需要量を再推計

・北陸港湾（受入側）のポテンシャル
→北陸各港毎の状況の変化（荷役機械の更新、人手不足等）を反映させる
※平常時の取扱量に対してどの程度受け入れられるか

→アンケート、ヒアリング調査を実施

12

「代替輸送基本行動計画」
北陸港湾の関係機関等が代替輸送を円滑に行うための基本的な行動を定めたもの
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【議事②】代替輸送基本行動計画フォローアップについて

■代替輸送基本行動計画（抜粋）



【議事③】物流BCP作成支援について
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【議事③】物流BCP作成支援について
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■代替輸送手引書の課題

「代替輸送手引書」を活用し、各企業において、自社の実情に合わせて、物流BCPの
概念を踏まえた企業BCPを作成する必要があるが浸透していない。
⇒一般的な企業BCPにおいては物流BCPの考え方が不足しており、物流BCPの概
念が浸透していないことが伺えるため、物流BCP作成支援の補助資料（仮称）を作成
することとする。

代替輸送
手引書

企業BCP

物流BCP
作成支援の
補助資料
（仮称）

代替輸送手引書の物流BCPの概念を企業BCPに反映するための補助資料

「代替輸送手引書」
太平洋側で巨大地震が発生した場合に迅速な対応が取れるよう、事前に代替輸送を想定し、その手順を整理したもの



【議事④】今後の広域バックアップ専門部会について
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【議事④】今後の広域バックアップ専門部会について

○ 広域バックアップ専門部会について、平成24年度に設置して以来、下記のとおり代替輸送
基本行動計画の策定や代替輸送訓練等を実施。

■代替輸送基本行動計画 ■代替輸送訓練

平成28年度に策定

各種フォローアップ

令和３年度に改定

平成2５年度より実施

各種訓練
○外貿コンテナ代替輸送訓練（H25～）
○内航フェリー・ＲＯＲＯ船を活用した代替輸

送訓練（R6～）
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訓練の継続的な実施

「代替輸送基本行動計画」

北陸港湾の関係機関等が代替輸送を円滑に行うための基
本的な行動を定めたもの


